
甲１３５-７ 

（甲１３５‐５の反訳） 
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録音日：20 2 4 年 1２月４日  

場所：蘭越町役場会議室  

反訳者；野村一也  

0 0 : 0 0 野村  

この町政懇談会って、結構キーなワードなんですよ。それについて「町長

に約束した文書…僕は事前に約束した文章を提出する」と、それを…「町

長と約束したから持ってきた」と。  

0 0 : 1 2 野村  

これを持って話しを…本当はその場で話をしたいくらい気持ちだったけ

ど、それは無理だとしても…そこにあなたが割って入って「その文書、あ

らかじめに預かることになっている」と言い出したよ、あなたは。  

0 0 : 2 7 野村  

それに対して、僕は反発して「そんな話は聞いたことがない」と。資料と

いうのは、それが 1 個の完結する文書だったらいいけども、口で話をする

中で、それを補足する資料も一杯あるんです。  

0 0 : 4 3 野村  

その補足する資料を先に持ってったって何も伝わるわけがないんです。逆

にそのトークが薄れちゃうんですよ。  

0 0 : 5 0 野村  

そんなことをやること自体があなたに言ってることが荒唐無稽で僕に対し

て言ってるだけで、「他で本当にそういうことにことをやってるとは思え

ない」よと言ったよ。  

0 0 : 5 8 野村  

でもあなたは「やってる」「やってる」と言い張ったよ。今でも、あなた

は僕に対してだけで言った話であって、実際にやってないにも関わらず、

その場限りで言ってしまったと僕は思ってるよ。  
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0 1 : 0 9 野村  

こういうことをで認めないから、僕はあなたに対して、苛立っているよ。  

0 1 : 1 4 野村  

ここでもう 1 回確認します。あなたは本当に、町長副町長に面談を希望す

る人に対して、その人が持ってこようとする資料を全員から集めてるんで

すか？  

0 1 : 2 6 福岡  

…要望書とか…  

0 1 : 2 8 野村  

要望書というのは、まとまっている文書です。  

0 1 : 3 2 野村  

まとまっている文書を作ってしまった場合は、独り歩きできる文書なんで

すよ。そうじゃなくて、補足資料を…「提出するものを全部出せ」とあな

たは求めたんですよ。記録も残っているよ。「そんなバカなことがあるか

よ」と、「あなたの言っていることは荒唐無稽だ」と、言いながら、僕は

出したんですよ。「荒唐無稽だ」と。  

0 1 : 5 3 野村  

あなたは今でもそういった補足資料を、漏れなく、町長、副町長に会う人

には、事前に、預かってるんですか?あなたは言い切ってるよ、その時

に。  

0 2 : 0 8 野村  

説明して。違うんだったら「すいません」って、「嘘言いました」って、

いま認めてくれ。僕はずっと言うから。  

0 2 : 1 5 福岡  

嘘はついてないですけども…  

0 2 : 1 7 野村  
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じゃあ、あなた、やってるんですね？そういうことを。僕は脇山さんに説

明を求めるから。  

0 2 : 2 2 野村  

「事前に、あなた方は取ってるんでしょうね？」と。「そういう風になっ

てると、福岡さんから聞いてる」と。「まさか僕だけ対して、そういう嫌

がらせみたいなことやってないでしょうね？」と。  

0 2 : 3 3 福岡  

嫌がらせは…  

0 2 : 3 3 野村  

嫌がらせは外します。「僕に対してだけやってるんですか？」と。（無言）  

0 2 : 3 7 福岡  

（無言）  

0 2 : 4 3 野村  

無理だよ、あなた。荒唐無稽なんだよ、言ってることが。絶対やらない

よ、そんなこと。…認められないんだ今更、あなたも。だから、こんだけ

僕が言葉を荒立てるんだよ。あなたが認めないから。  

0 3 : 0 1 野村  

その場を取り繕うために嘘八百を並べて、思いつきで、ペラペラね、その

場のことを喋って収集がつかなくなるんだよ。いつもだよ。  

0 3 : 1 5 野村  

認めて今。「それ…たしかに勢いで言っちゃいました」と。「実際そうであ

りません」と。終わるから、もうこれで。  

0 3 : 3 1 福岡  

1 0 0 %もらってるかというと…  

0 3 : 3 2 野村  

違う。10 0 %って…だから言ってるように、まとまった一人歩きのできる
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文書と補足資料は違うんです。言いましたよね？僕は。「それは自分の言

葉で話すことを補足するために資料だから、これだけ見ても何も分からな

いんだ」と。  

0 3 : 4 9 野村  

それをあなたは強制的に「出せ」「出せ」と言ったんですよ。荒唐無稽だ

よ。あなたの言ってることは。  

0 4 : 0 0 福岡  

そういうこと言われるんで、何もしゃべれなくなる…。  

0 4 : 0 1 野村  

信じられないもん、あなたの言ってることが。そんなことやってる話、聞

いたことないよ。意味ないよそんなの。  

0 4 : 0 7 福岡  

前にもお伝えしたと思うんですけども、やっぱり特別職にお会いする…会

うときには…  

0 4 : 1 4 野村  

ずれてる  

0 4 : 1 6 福岡  

聞いてください。会うときには、必ずどういった…  

0 4 : 2 0 野村  

ずれてる。  

0 4 : 2 1 福岡  

前にも伝えたと思うんですけど…どういった用事で、何で会う…  

0 4 : 2 5 野村  

ずれてる  

0 4 : 2 5 福岡  

やっぱり私たちも秘書…私、秘書なので…  
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0 4 : 2 8 野村  

ずれてる。  

0 4 : 2 8 福岡  

そこは確認させていただかないと…何もわからない状態で来られても…  

0 4 : 3 3 野村  

ずれてる。  

0 4 : 3 4 福岡  

そこは私にもやっぱり…そこは秘書っていう責任があるので….  

0 4 : 4 0 野村  

ずれてるよ。  

0 4 : 4 0 福岡  

ずれてますか？  

0 4 : 4 1 野村  

僕はどういう目的で把握する必要があるかないかの話はしてない。資料を

事前にあなたが検閲する必要があるかどうかということを聞いてるんで

す。  

0 4 : 5 6 野村  

あなたはずれてる、いつも話が。自分がなんとなく正当な言葉になりそう

なことを喋ろうとするからずれるんだよ。もういいです。もういいです。

あなたはいいよ。  

以上  


